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横浜創英中高が目指す教育



横浜創英中高が目指す教育

◆ コンピテンシーベースの人材育成へ

◆ Agency の育成 → 学習者主体の学びへの転換

◆ 目指す生徒像
⚫ OECD Learning Framework 2030

➢ 教育目標（自律・対話・創造）
➢ 重視する９つのスキル

◆ 学びの意義新たな価値を創造し社会に貢献する
⚫ サイエンスコースの設置



自律

対話

創造

自ら考え、判断し、決定し、行動する

多様性を尊重し、対話を通して対立・
ジレンマを解決する

問題を解決するために情報や技術等
を活用し、新たな価値を生み出す

教育目標



（ PDCA）
（ メタ認知能力）

（ セ ル フ コ ン ト ロ ー ル ）

（ リ ス ペ ク ト ）
（ パ ブ リ ッ ク リ レ ー シ ョ ン ズ ）

（ コ ラ ボ レ ー シ ョ ン ）

【自律】

目標の実現に向けて、見通しを持って計画的に実行する
自らの思考・行動を適切に理解し、調整・工夫する
自らの感情と言動をコントロールする

【対話】
他者の立場や考え方の違いを理解し尊重する
対話を通して他者との共通の目的を見つけ出す
共通の目的の実現のために他者と協働する

【創造】
新しい価値の創造に向け、言語や技能を使いこなす （ ク リ エ イ テ ィ ビ テ ィ ）
本質を見極めるために自分や他者の考えを吟味する（ ク リ テ ィ カ ル シ ン キ ン グ ）
信頼できる情報を収集・吟味し、適切に活用する （ 情報リ テ ラ シ ー ）

横浜創英が重視する９つのスキル



校長による９つのスキル特別授業



校長によるリーダー養成講座



１回 リーダーってどんな人 7/14(水)

２回 自己を知る・他者を知る（メタ認知能力） 7/17(土)

３回 目標の立て方（多数決の危うさ・最上位目標） 7/19(月)

４回 手段はいろいろある（バリューエンジニアリング） 7 /20(火)

５回 人を生かす（基本的考え方と様々な技術） 9 / 1(水)

６回 対話力①（言葉の選択と配列・事実の見極め） 10/21(木)

７回 対話力②（パブリックリレーション） 12/15(水)

８回 対話力③（プレゼンテーション） 12/23(木)



校長によるリーダー養成講座



科学的な思考を重視した６年間中高一貫コース



「科学で社会に貢献する」

（誰かのために社会のために科学する）

サイエンスコースポリシー



◆ これからの時代を生きる生徒たちには、「学びは社会に貢献す
るためにこそある」ということを強く意識させたい。

◆ 対立やジレンマ等、社会が抱える多様な課題を発見させ、課題
解決に向けた実践的な研究活動を通して科学的思考力を養う。

◆ 学びの方法は基本的に生徒主体で行い、教師は伴走者となる。
課題発見やテーマ設定、学びの動機付けにおいては、専門家に
助言をもらう。

◆ 同時に、学校における実学的な学びを可能にするための仕組み
づくりについて実践的に研究を行い、その成果を、未来の学校
のあるべき姿のモデルとして全国の多くの学校に横展開するこ
とを目指す。

サイエンスコース設置のねらい



科学する

に疑
注問
目・
す課
る題

仮
説
を
立
て
る

にを分
利もか
活とっ
用にた
す社こ
る会と

実
験
・
観
察
・

デ
ー
タ
・資
料
か

ら
検
証
す
る



社会科学ラボ

物理、化学、生物、地学、医学
データサイエンス、プログラミング、…

主な研究テーマ

環境問題、メディア、福祉、介護
経済、政治、ジャーナリズム、商品開発

心理学、語学、演劇、スポーツ、…

自然科学ラボ

人文科学ラボ



研究のフロー

Out Put
(発表)

実践研究
社会への貢献

基礎研究
２

３４

１ ミッション
研究テーマ設定
(研究意義の吟味)



プロフェッショナルとの連携

協力企業
協力大学
協力者
（順不同敬称略）

◼ 株式会社植松電機代表取締役
◼ 日本環境設計会長
◼ 東京大学先端科学技術研究センター准教授
◼ 慶應大学医学部教授
◼ デジタルハリウッド大学院教授
◼ 筑波大学理事・副学長医学医療系教授
◼ スマートニュースメディア研究所・研究主幹
◼ 時事通信社代表取締役
◼ 作家演出家
◼ 株式会社コルクCEO
◼ 株式会社SPACE CEO
◼ 株式会社Studio Gift Hands代表取締役
◼ 東京女子医科大学特任准教授
◼ 麻布大学生命・環境科学部准教授
◼ 株式会社COMPASS ファウンダー
◼ 株式会社voice and peace代表取締役
◼ 株式会社アドウェイズ取締役会長
◼ 経済産業省サービス政策課長・教育産業室長
◼ 内閣府科学技術・イノベーション推進事務局審議官

植松努
岩元美智彦
熊谷晋一郎
宮田 裕章
佐藤 昌宏
加藤 光保
山脇 岳志
境克彦
鴻上 尚史
佐渡島庸平
福本理恵
三宅琢
北原秀治
澤野祥子
神野元基
赤平 大
岡村陽久
浅野大介
合田哲雄



植松電機代表取締役
植松 努





日本環境設計会長
岩元 美智彦





東京大学先端科学技術研究センター
熊谷 晋一郎



慶應義塾大学医学部教授

宮田 裕章



デジタルハリウッド大学院

佐藤昌宏



筑波大学 副学長

加藤光保



スマートニュースメディア研究所

研究主幹 山脇岳志



時事通信社代表取締役

境克彦



© TOW A
作家・演出家

鴻上尚史



株式会社コルクCEO

佐渡島庸平



株式会社SPACE CEO

福本理恵



株式会社Studio Gift Hands 代表取締役

三宅琢



東京女子医科大学特任准教
授 北原秀治



株式会社COMPASS ファウンダー

神野元基



代表取締役株式会社Voice and peace

赤平大



株式会社アドウェイズ
取締役会長

岡村陽久



経済産業省

サービス政策課長・教育産業室
長 浅野大介



内閣府科学技術・イノベーショ
ン推進事務局 審議官

合田哲雄



教育連携・協力協定締結

麻布大学
生命・環境科学部

生命・環境科学部准教授

澤野祥子



Out Put（研究発表）

１ 研究テーマ・研究方法の審査

２

３

４

年間活動報告（グループ プレゼンテーション）

研究中間報告（個人 口頭試問）

各種研究大会等にエントリー

５ 最終発表（グループ プレゼンテーション）

中学1年 5月頃

毎年 2月頃

中学3年 2月頃

随時応募

高2年秋頃

ミッション



主な活動時間等

◆ 中学1年〜高校2年までの５年間
• 週２コマ＋α

◆研究グループの構成
• 中学１年〜高校２年の混合（縦割り）

• ２名〜６名程度



2022年度 入試結果

中等部

サイエンス ２クラス ８１名

本科 １クラス ４２名

（合計） ３クラス １２３名

どちらも第１希望にすることも可能。



学校法人堀井学園 横浜創英中学・高等学校

2022年度サイエンスコース・本科コーススタート


